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The Citizen Charter

�緑あふれる郷土を愛し、豊かな町を
つくりましょう。
�仕事に励み、伸びゆく産業の町をつ
くりましょう。
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をつくりましょう。
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●おには～そと、
　　　　ふくは～うち

　今月の表紙は、２月２日に

塩川保育園で行われた節分の

豆まきのひとコマです。この

日は、園長先生から節分の豆

まきにまつわる紙芝居をみん

なで見た後に、一番年長のク

ラスの園児たちが、鬼の役に

なって豆まきが行われました。

他のクラスの園児たちも、そ

れぞれ手作りの鬼のお面をつ

けて、「おには～そと、ふく

は～うち」と元気よく、豆を

投げていました。この節分に合わせて、町内の各園でもそれぞれ趣向

をこらした豆まきが行われました。

●ネコヤナギ
・カワヤナギ

・エノコロヤナギ

　広辞苑によると『ヤナギ科

の落葉低木、水辺にそう生、

葉の下面は白色、雌雄異株、

春葉より先に黄白色の花を穂

状につけ銀色の毛を密生。ネ

コヤナギはカワヤナギの季節

的愛称で花穂の銀毛が猫を思

わせるからである』と書いてあります。この仲間は自然交雑による雑

種も多いが生け花に使うのは 雄 花の方で、早春の卓上に飾ると美しく
お

春のシンボルでもあります。 雌 花の方はやがて実をつけ 柳絮 となりま
め りゅうじょ

す。絮は柳の綿でこれが風に飛ぶのも春の風物詩です。カワヤナギの

名は川辺に多く自生するからですが庭にも植えられます。

　『ときをりの水のささやき猫柳』　汀女

大豆油インクを使用しています。 古紙100％再生紙を使用しています。丸子町は環境ISO１４００１を取得しています。
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丸
子
町
で
は
、
平
成
八
年
に
第
五
次
丸
子
町
振
興
計
画

　

丸
子
町
で
は
、
平
成
八
年
に
第
五
次
丸
子
町
振
興
計
画

の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。基
本
構
想
は
、
平
成
十
八

の
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。基
本
構
想
は
、
平
成
十
八

年
（
二
〇
〇
六
年
）
を
目
標
年
と
し
て
丸
子
町
の
将
来
望
ま

年
（
二
〇
〇
六
年
）
を
目
標
年
と
し
て
丸
子
町
の
将
来
望
ま

し
い
姿
を
展
望
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
施
策
の

し
い
姿
を
展
望
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
基
本
的
な
施
策
の

大
綱
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
基
本
構
想
が
描
く

大
綱
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
基
本
構
想
が
描
く

将
来
像
や
基
本
方
向
を
受
け
て
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
施

将
来
像
や
基
本
方
向
を
受
け
て
、
そ
れ
を
具
体
化
す
る
施

策
と
主
な
事
業
を
示
す
た
め
に
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

策
と
主
な
事
業
を
示
す
た
め
に
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

今
回
策
定
し
た
後
期
基
本
計
画
は
、
平
成
八
年
度
か
ら

　

今
回
策
定
し
た
後
期
基
本
計
画
は
、
平
成
八
年
度
か
ら

平
成
十
三
年
度
ま
で
の
前
期
基
本
計
画
の
達
成
状
況
を
踏

平
成
十
三
年
度
ま
で
の
前
期
基
本
計
画
の
達
成
状
況
を
踏

ま
え
、そ
れ
を
も
と
に
平
成
十
四
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で

ま
え
、そ
れ
を
も
と
に
平
成
十
四
年
度
か
ら
十
八
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
し
て
新
た
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

を
計
画
期
間
と
し
て
新
た
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
後
期
基
本
計
画
の
中
か
ら
主
要
な

　

そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
後
期
基
本
計
画
の
中
か
ら
主
要
な

施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。な
お
、
後
期
基
本
計
画
の
詳
細
に

施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。な
お
、
後
期
基
本
計
画
の
詳
細
に
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す
る
予
定
で
す
。

す
る
予
定
で
す
。

〜
豊
か
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自
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と
文
化
が
ひ
び
き
あ
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、活
力
は
ぐ
く
む
人
間
賛
歌
の
ま
ち
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後
期
基
本
計
画

後
期
基
本
計
画
を
策
定

を
策
定

平
成
十
四
〜

平
成
十
四
〜

十
八
年
度

　

十
八
年
度

・
土
地
利
用

　

用
途
地
域
の
指
定
を
急
ぎ
、
都

市
的
整
備
を
実
施
で
き
る
条
件
整

備
を
し
、
特
に
、
遅
れ
て
い
る
都

市
計
画
道
路
の
整
備
や
中
心
市
街

地
活
性
化
施
策
等
事
業
の
早
期
着

手
を
目
指
し
ま
す
。

・
軽
快
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

丸
子
東
部
イ
ン
タ
ー
線
は
、
下

丸
子
か
ら
塩
川
狐
塚
地
区
ま
で
が

車
道
が
狭
く
、
歩
道
も
無
い
た
め
、

こ
の
区
間
の
早
期
改
良
を
目
指
し

ま
す
。

　

町
の
市
街
地
を
通
過
す
る
車
両

を
次
の
手
段
に
よ
り
分
散
し
、
渋

滞
、
騒
音
を
減
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

①
国
道
１
５
２
号
バ
イ
パ
ス

　

②
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス

　

③
上
田
都
市
環
状
道
路
整
備

　

④
大
石
橋
の
架
け
替
え

　

⑤
依
田
川
左
岸
道
路

ま
た
、
人
に
や
さ
し
い
道
路
環
境

の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

・
未
来
を
開
く
情
報
基
盤
づ
く
り

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
施

策
の
基
礎
と
な
る
光
ケ

ー
ブ
ル
網
な
ど
の
基
盤

整
備
を
更
に
促
進
し
ま

す
。
併
せ
て
、
住
民
が

情
報
を
主
体
的
に
活
用

し
な
が
ら
、
自
在
な
情

報
交
換
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
豊

か
な
生
活
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

・
公
園
・
緑
地
・
景
観

づ
く
り

　

信
州
国
際
音
楽
村
周

辺
に
お
い
て
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
を

盛
り
込
ん
だ
、
町
民
に
愛
さ
れ
る

公
園
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
管
理
す
る
都
市
公

園
及
び
都
市
公
園
に
準
ず
る
公
園

に
お
い
て
、
町
民
が
快
適
か
つ
安

全
に
過
ご
せ
る
よ
う
維
持
管
理
を

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
芝
生
公
園

の
適
切
な
維
持
管
理
に
よ
っ
て
、

現
代
的
で
快
適
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
空
間
を
提
供
し
ま
す
。

・
下
水
道
完
備
の
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り

　

引
き
続
き
、
下
水
道
が
完
備
し

た
住
宅
及
び
事
業
所
を
増
や
し
、

下
水
道
の
普
及
に
よ
る
河
川
の
水

質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

・
都
市
計
画
の
推
進

　

町
民
及
び
関
係
者
の
了
解
を
得

て
早
期
に
用
途
地
域
の
指
定
を
終

了
し
、
遅
れ
て
い
る
町
内
の
都
市

計
画
道
路
を
整
備
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
周
辺

幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
強
化

し
、
市
街
地
の
交
通
を
分
散
す
る

こ
と
で
、
交
通
渋
滞
の
解
消
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、（
主
要
地
方
道
）
別
所
丸

子
線
、
腰
越
石
井
線
（
下
丸
子
地

区
）
及
び
箱
畳
線
に
お
け
る
都
市

計
画
道
路
見
直
し
の
た
め
の
都
市

計
画
決
定
と
、
早
期
の
事
業
着
手

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
的
な
住
宅
団
地
の
開
発
に

よ
る
高
品
質
な
住
宅
地
の
提
供
を

目
指
し
ま
す
。
特
に
用
途
地
域
の

指
定
や
、
地
区
計
画
を
策
定
し
、

民
間
事
業
者
が
宅
地
開
発
し
や
す

い
環
境
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
地
区
ご
と
に
、生
活
用
水
と
し

て
兼
用
で
き
る
耐
震
性
の
防
火
貯

水
槽
を
設
置
す
る
こ
と
で
、災
害
時

に
炊
事
や
水
洗
ト
イ
レ
等
で
使
え

る
水
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、備
蓄

可
能
な
物
資
や
施
設
を
計
画
的
に

配
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
災
害
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町ではこんな指標を注視していきます
（カッコ内は平成１８年度までの数値目標）

●丸子東部インター線の車道幅員6ｍに整備されて
いる道路延長の比率（丸子町内）

●丸子東部インター線の歩道設置率（丸子町内）

●依田川左岸道路依田内村バイパスの進捗率
（100％）

●大石橋の架替え進捗率（100％）

●芦田大屋（停）線の車道幅員6ｍに整備されて
いる道路延長の比率（丸子町内）

●チャイルドシート着用率

●情報化学習に参加した住民の数
（延べ700人以上）

●町ホームページにアクセスした回数
●下水道区域内水洗化率（75％）

●依田川水質検査結果（検査項目：pH、BOD、SS、
大腸菌群数、全窒素、全りん

●既存町営住宅（H13現在212戸）に占める整備済
み（耐用年限以内）の住宅の割合（100％）

●消防団員の出動率、充足率
●災害危険個所の周知度、避難場所の認知度
●ごみの再資源化率（リサイクル率30％以上）

●1人1日当たりのごみの削減量
（1人1日当たり60g以上削減）

������������後期基本計画

安
心
し
て

生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

快
適
な
住
ま
い
づ
く
り

個
性
が
光
り
、
調
和
発
展
す
る
快
適
環
境
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

自
然
と
調
和
し
た

都
市
基
盤
づ
く
り



時
の
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、
普

段
か
ら
災
害
種
別
に
応
じ
た
避
難

場
所
や
避
難
方
法
を
周
知
徹
底
し
、

防
災
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

ご
み
を
資
源
と
し
て
再
認
識
し
、

分
別
排
出
の
マ
ナ
ー
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
指
定
ご
み

袋
の
有
料
化
を
検
討
し
な
が
ら
、

ご
み
処
理
負
担
の
公
平
化
と
排
出

抑
制
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

リ
サ
イ
ク
ル
は
排
出
↓
再
生
↓
購

入
（
使
用
）
で
一
つ
の
輪
と
な
る

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
町
民

が
積
極
的
な
役
割
を
分
担
で
き
る

よ
う
、
意
識
改
革
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

　

り
ん
ど
う
等
の
産
地
銘
柄
確
立

を
目
指
す
と
と
も
に
、
観
光
業
と

の
連
携
や
、
地
域
の
農
産
物
を
地

域
で
消
費
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
性
と

活
力
あ
る
産
地
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
、
農
業
を
担
っ
て
い

く
多
様
な
担
い
手
を
育
成
し
て
い

き
ま
す
。

　

林
道
網
の
整
備
や
住
民
参
画
型

の
造
林
な
ど
を
通
じ
て
、
森
林
の

保
全
が
有
効
に
な
さ
れ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然

条
件
に
配
慮
し
た
造
林
を
推
進
し
、

里
山
等
の
景
観
形
成
と
森
林
資
源

の
保
全
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

用
途
地
域
の
指
定
に
合
わ
せ
、

町
内
工
業
団
地
へ
の
企
業
移
転
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
跡
地
の
宅

地
転
用
を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、

引
き
続
き
人
材
の
集
積
と
技
術

力
・
経
営
基
盤
の
向
上
に
向
け
た

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
新
産
業
の
立
地
に
よ
り
地

域
に
活
力
を
も
た
ら
し
、
既
存
企

業
へ
は
住
工
分
離
に
よ
る
新
た
な

展
開
を
も
た
ら
す
た
め
に
も
、
神

の
倉
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
を

実
現
し
て
い
き
ま
す
。

・
魅
力
あ
る
商
業
集
積
づ
く
り

　

中
心
商
店
街
へ
の
ゆ
と
り
空
間

の
創
出
や
駐
車
場
の
確
保
、
街
路

灯
の
更
新
な
ど
、
融
資
制
度
や
補

助
制
度
を
活
用
し
て
支
援
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
の
商
店

街
に
つ
い
て
も
、
商
業
集
積
を
図

る
な
ど
近
代
化
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

丸
子
温
泉
郷
に
お
け
る
健
康
づ

く
り
の
温
泉
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

な
が
ら
、
自
然
環
境
な
ど
持
ち
得

（4）

進
取
に
富
み
、
活
気
あ
る
産
業
が
躍
進
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

進
取
に
富
み
、
活
気
あ
る
産
業
が
躍
進
す
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

花
と
食
材
の
郷
づ
く
り

町ではこんな指標を注視していきます
（カッコ内は平成１８年度までの数値目標）

●就農支援システムによって就農を支援した人の数
●製造品出荷額
●商品販売額
●丸子温泉郷宿泊者数
●観光消費額
●失業率
●障害者雇用率（2%以上）
●新規住宅着工戸数

後期基本計画

緑
の
森
づ
く
り

自
然
に
や
さ
し
い環

境
づ
く
り

活
気
あ
る
産
業
づ
く
り

ゆ
と
り
健
康
の
里
づ
く
り

る
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、
誘

客
に
つ
な
が
る
よ
う
、
人
に
優
し

く
個
性
あ
る
温
泉
場
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
や

広
告
媒
体
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的

な
宣
伝
活
動
を
行
い
、
観
光
客
の

誘
致
を
図
り
ま
す
。

　

住
宅
政
策
と
呼
応
し
な
が
ら
、

勤
労
者
向
け
の
住
宅
建
設
支
援
を

進
め
、
勤
労
者
の
町
内
へ
の
定
着

を
促
進
し
ま
す
。
ま
た
、
余
暇
活

用
施
設
を
充
実
さ
せ
、
町
内
企
業

の
就
労
環
境
を
向
上
さ
せ
ま
す
。 

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
指

し
て
検
診
の
受
診
率
を
高
め
、
生

涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り
を
す
る

た
め
の
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

健
康
管
理
情
報
の
Ｏ
Ａ
化
、
蓄
積

を
行
い
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
を
迅
速
に
提
供
し
て
い
き
ま

す
。

　

福
祉
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し

て
、
福
祉
制
度
や
生
活
相
談
等
の

窓
口
一
元
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

障
害
者
の
社
会
参
加
を
進
め
る
た

め
に
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
N

P
O
等
の
民
間
活
動
に
対
す
る
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
障
害
者
ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
障
害
者
ガ
イ
ド

ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
民
生
・
児
童
委
員
の

地
域
活
動
（
相
談
・
訪
問
）
を
充

実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
地

域
福
祉
組
織
の
設
置
と
運
営
を
目

指
し
ま
す
。

　

保
育
施
設
は
、
地
域
バ
ラ
ン
ス

を
考
慮
し
、
適
正
な
規
模
の
施
設

を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
の
た

め
、
地
域
住
民
の
協
力
を
得
な
が

ら
学
童
保
育
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
空
き
ス
ペ
ー

ス
等
の
有
効
利
用
を
含
め
、
各
小

学
校
区
に
児
童
ク
ラ
ブ
を
設
置
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

在
宅
老
人
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
件

数
を
増
や
し
な
が
ら
、
そ
の
支
援

体
制
を
強
化
さ
せ
、
お
年
寄
り
の

生
き
が
い
と
介
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

老
朽
化
し
、
地
形
的
に
危
険
な

区
域
内
に
あ
る
老
人
福
祉
施
設
の

新
築
移
転
を
目
指
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
が
健
全
で

安
定
し
た
運
営
（
医
療
費
の
伸
び

が
な
く
、
保
険
税
も
滞
納
が
な
い

状
態
）
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

（5）

������������

　町ではこんな指標を注視していきます
（カッコ内は平成１８年度までの数値目標）

●健康相談参加者数（3,000人／年）
●一般健康診査受診者数（1,100人／年）

●障害者が使いやすい建築物の環境整備・改善件
数（町補助件数）

●町公共施設（学校、保育園、幼稚園除く）における
身障者トイレの設置率

●ボランティア登録会員数（個人会員登録300人）
●地域福祉組織が開催する行事の参加者数

●要介護認定者の在宅介護サービス利用率
［利用者／（認定者－施設サービス利用者）］

●寝たきり予防事業（教室）の参加者数

●65歳以上の高齢者に占める寝たきり老人の比
率（H12、1.9％の維持）

●国保加入者1人当たりの医療費の額

������������後期基本計画

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
支
え
あ
う
、生
き
生
き
し
た
ま
ち
を
め
ざ
し
て

さ
わ
や
か
健
康
づ
く
り

み
ん
な
で
支
え
る

地
域
福
祉
づ
く
り

子
育
て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り

生
き
生
き
高
齢
者
を

支
え
る
ま
ち
づ
く
り

健
全
な
社
会
生
活
の
安
定
づ
く
り

町
民
生
活
の
向
上
と

雇
用
・
労
働



　

町
文
化
協
会
の
自
主
的
活
動
や
、

演
劇
、伝
統
芸
能
、音
楽
等
に
よ
る

主
体
的
文
化
事
業
へ
支
援
し
て
い

き
ま
す
。　

ま
た
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

自
主
文
化
事
業
等
を
企
画
す
る
こ

と
で
文
化
会
館
な
ど
文
化
施
設
の

利
用
者
を
増
や
し
、地
域
に
根
ざ
し

た
文
化
の
創
造
を
支
援
し
ま
す
。

　

明
る
く
、
広
く
、
駐
車
場
も
適

度
に
確
保
さ
れ
た
、
幼
児
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
が
利
用
し
や
す
い
新

図
書
館
の
建
設
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
丸
子
町
男
女
共
同
参
画

計
画
の
策
定
と
女
性

行
動
計
画
推
進
委
員

会
に
よ
る
啓
発
・
学

習
活
動
に
よ
り
、
男

女
の
人
権
の
尊
重
や

男
女
に
平
等
な
参
画

社
会
の
実
現
、
男
女

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
確
立
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。

　

国
の
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
少
人

数
学
級
制
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
へ
の
対
応
を
支
援
し
ま
す
。
ま

た
、
新
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
整
備
方
針

等
に
基
づ
く
Ｉ 
Ｔ
学
習
な
ど
新

し
い
教
育
内
容
や
、
特
殊
教
育
に

対
す
る
社
会
的
要
請
な
ど
、
教
育

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
柔
軟
な
対
応

を
図
り
ま
す
。

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
人
権
感
覚

を
身
に
つ
け
、
健
康
で
幸
せ
な
明

る
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。 　

同
和
地
区
の
実
態
把
握
や
住
民

相
談
と
い
っ
た
隣
保
館
活
動
の
基

本
的
な
機
能
に
加
え
、
教
養
・
文

化
活
動
の
充
実
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
連
帯
な
ど
、

地
域
社
会
に
密
着
し
た
総
合
的
な

活
動
の
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

友
好
都
市
と
の
交
流
事
業
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
外
国
語
講
座

の
開
設
や
国
際
交
流
団
体
（
民
間

団
体
）
の
育
成
を
通
じ
て
、
国
際

交
流
活
動
へ
の
地
域
住
民
に
よ
る

主
体
的
な
取
組
み
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

自
治
組
織
や
住
民
グ
ル
ー
プ
単

位
で
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
が
活
発

に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
今
後

集
中
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
町
民
が
合
併

に
つ
い
て
懇
談
す
る
場
を
設
け
、

議
論
を
深
め
な
が
ら
、
合
併
を
す

る
の
か
、
ま
た
は
現
状
の
体
制
を

継
続
す
る
の
か
の
結
論
を
出
し
て

い
き
ま
す
。

　

町
振
興
計
画
を
柱
に
、
各
個
別

計
画
と
の
整
合
を
保
ち
な
が
ら
、

成
果
重
視
の
、
計
画
的
行
政
運
営

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
よ
く
生

か
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
く
た
め
に
、
政
策
の
取
捨
選
択

を
公
的
関
与
の
必
要
性
か
ら
も
判

断
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

　

住
民
の
日
常
生
活
圏
が
市
町
村

の
区
域
を
越
え
て
拡
大
し
て
い
ま

す
。
従
来
市
町
村
単
位
で
行
っ
て

い
た
事
務
の
中
で
、
広
域
的
に
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
住
民

の
利
便
性
向
上
が
図
れ
る
も
の
は
、

広
域
連
合
で
行
う
よ
う
、
関
係
市

町
村
と
協
議
し
、
働
き
か
け
て
い

き
ま
す
。

（6）（6）

豊
か
な
自
然
が
息
づ
き
、
文
化
を
育
む　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

潤
い
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

町ではこんな指標を注視していきます
（カッコ内は平成１８年度までの数値目標）
●広聴制度を利用した住民の数

●地区懇談会の住民参加者数
（延べ2,000人）

●審議会委員等の公募委員数の割合
（20％以上）

●行政評価対象施策に占める見直し
対象になった施策の割合

●総補助事業数

町ではこんな指標を注視していきます
（カッコ内は平成１８年度までの数値目標）
●各種意識調査での生涯学習に対する満足度
●社会教育施設の年間利用者数（3%の増加）
●高齢者の人材登録者数（20名以上）
●公民館各分館活動事業への参加者数

●男女共同参画学習に参加した住民の数
（H14～18延べ人数、5,000人以上）

●新耐震基準に適合する学校建物の整備率
（80％以上）

●学校給食に対して満足している児童・生徒
の割合

●公民館（分館）の人権教育学習会に参加し
た町民の数（延べ5,000人）

●国際交流イベントへの参加者数
（H14～18延べ人数、2,500人以上）
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生
涯
学
習
を
支
え
る

社
会
教
育
の
充
実

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

未
来
を
担
う
人
づ
く
り

明
日
を
拓
く
文
化
風
土
づ
く
り

国
際
化
へ
の
理
解
と

交
流
基
盤
づ
く
り

後期基本計画

開
か
れ
た
住
民
自
治
と

交
流
が
広
が
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

開
か
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

堅
実
な
ま
ち
づ
く
り

広
域
行
政
の
推
進
と

交
流
都
市
づ
く
り

（7）

������������

ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
市

行
政
職
員
視
察
報
告

⑤ 
迅
速
な
住
民
サ
ー
ビ
ス　
　
　
　

　

市
で
は
、
情
報
技
術
部
を
中
心
に
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
情
報
を

共
有
す
る
管
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
新
た
に
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の

が
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）

を
使
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で

す
。
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、
異
種
の
情
報
を
地
図

上
に
取
り
入
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
統
合
・
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
マ

ル
チ
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
情
報
は
、

市
役
所
内
及
び
警
察
の
ほ
と
ん
ど
の
パ

ソ
コ
ン
か
ら
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
例
え
ば
水
道
課
で
あ
れ
ば
、
水
道

管
破
裂
な
ど
の
連
絡
を
受
け
た
と
き
Ｇ

Ｉ
Ｓ
で
場
所
を
特
定
し
、
公
園
管
理
部

な
ど
は
、
木
や
芝
生
の
状
態
を
確
認
し

て
か
ら
現
場
に
駆
け
つ
け
、
警
察
は
、

事
件
事
故
、
動
物
が
い
な
く
な
っ
た
り

す
る
こ
と
が
多
い
地
区
を
重
点
的
に
巡

回
す
る
。
こ
の
よ
う
に
各
課
及
び
警
察

は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
か
ら
必
要
な
情
報
を
収
集
す

る
と
と
も
に
連
携
が
と
ら
れ
て
い
て
、

新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
迅
速
な
対
応
が
と

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

苦
情
や
情
報
に
対
し
て
の
迅
速
な
対

応
、
き
れ
い
で
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
、

や
り
た
い
と
き
に
な
ん
で
も
で
き
る
環

境
づ
く
り
な
ど
、
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル

ド
市
の
特
徴
を
５
回
に
わ
た
り
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
住
民
重
視

の
対
応
が
人
口
増
加
と
い
う
相
乗
効
果

を
上
げ
て
い
る
ブ
ル
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド

市
は
、
昨
年　

月
の
合
併
で
新
た
な
地

１１

域
社
会
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
両
都
市
の
間
で
提
携
さ
れ

た
友
好
都
市
交
流
目
標
に
も
と
づ
い
て

さ
ら
な
る
交
流
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
終
わ
り
）

▲パトカーの中にもパソコンが搭載され、本
署と連携した管理体制がとられている

　

地
球
上
の
水
は
絶
え
ず
循
環
す
る
宿

命
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
私
達
の
回
り

の
水
の
循
環
で
、
上
水
道
・
下
水
道
の

果
た
す
役
割
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
歴
史
は
、
上
水
道
が
古

代
ギ
リ
シ
ャ
や
ロ
ー
マ
帝
国
の
時
代
ま

で
溯
る
の
に
対
し
、
下
水
道
は
近
世
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
ま
で
と
大
き
く
異
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
我
国
の
上
下
水
道
は
、

上
水
道
が
厚
生
労
働
省
の
所
管
で
水
道

法
を
基
に
し
、
飲
料
水
を
供
給
す
る
仕

事
を
行
う
の
に
対
し
、
下
水
道
は
国
土

交
通
省
の
所
管
で
下
水
道
法
を
基
に
し
、

汚
水
を
処
理
す
る
仕
事
を
行
う
（
注
）

な
ど
、
歴
史
や
所
管
官
庁
、
事
業
内
容

な
ど
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
日
、
末
端
に
お
け
る
双
方

の
関
係
は
、
よ
り
密
接
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
、
協
力
し
て
効
果
を
あ
げ
る
努

力
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
の
所
管
は
水

道
課
と
下
水
道
課
に
分
か
れ
ま
す
が
、

双
方
の
調
整
が
行
わ
れ
、
無
駄
を
な
く

す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
ち

ら
も
独
立
採
算
を
基
に
運
営
す
る
こ
と

が
基
本
で
あ
り
、
水
道
料
金
と
下
水
道

使
用
料
を
二
ヶ
月
に
一
度
、
一
緒
に
徴

収
し
て
い
る
の
も
そ
の
た

め
で
す
。
ま
た
、
工
事
実

施
に
あ
た
っ
て
も
緊
密
な

調
整
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
）
ほ
か
に
農
林
水
産

省
が
所
管
す
る
農
業
集
落

排
水
、
厚
生
労
働
省
が
所

管
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
町

で
は
下
水
道
課
が
一
括
し

て
窓
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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⑧
上
水
道
と
下
水
道　
　

水使用機器の１回あたりの使用水量（例）

備　考使用水量
　（�/回） 水 利 用 機 器 

5kgためすすぎ105全 自 動
洗 濯 機

5kg注水すすぎ1392 槽 式

通常の使用量200浴 槽
風 呂

１人１回 25洗 い 場

 12従 来 型ロータ
ンク式

大 便 器

　

便　

所　

  8節 水 型

 15従 来 型フラッシュ
バルブ式  10節 水 型

  4小 便 器

 91手 洗 い
食 器 洗 浄

αは食器前洗い分15＋α食器洗浄機

※水道使用量と下水道使用量は連動しています
※数値は２００１年版日本水道協会「水道のあらまし」より抜粋



　
「
介
護
者
が
複
数
で
な
い
と
介
護
は

難
し
い
。」丸
子
町
の
痴
ほ
う
相
談
を
始

め
て　

年
以
上
に
な
る
堀
内
静
子
先
生

１０

は
、「
痴
ほ
う
症
状
の
早
期
対
応
」
を
伝

え
て
き
ま
し
た
。「
以
前
は
痴
ほ
う
症
状

が
重
度
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
ど
う
に

も
な
ら
な
く
な
っ
て
相
談
に
く
る
と
い

う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
最
近
は

重
度
に
な
る
前
に
相
談
に
み
え
る
方
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
早
期
の
対
応
が
で
き

て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。」と
言

い
ま
す
。 

　

早
期
痴
ほ
う
な
ら
改
善
も
し
く
は
進

行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

い
う
こ
と
が
ま
ず
第
一
に
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
治
療
可
能
な
痴
ほ
う
症
状
を
見
逃

さ
な
い
で
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
の
方
法

を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
精
神

症
状
や
問
題
行
動
は
適
切
な
医
療
や
介

護
に
よ
っ
て
軽
減
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
ご
本
人
自
身
が
決
定
能
力
が

あ
る
う
ち
に
今
後
の
方
針
を
決
め
る
こ

と
が
で
き
、
自
分
の
介
護
に
つ
い
て
自

分
の
考
え
を
身
近
な
人
に
頼
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

痴
ほ
う
は
一
度
は
正
常
に
発
達
し
た

知
能
が
何
ら
か
の
原
因
で
低
下
し
た
状

態
を
い
い
ま
す
。「
年
だ
か
ら
仕
方
が
な

い
。
頑
固
だ
か
ら
。」と
周
囲
も
無
防
備

に
な
っ
て
い
る
と
症
状
を
見
落
と
す
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

痴
ほ
う
の
原
因
が
脳
血
管
性
の
も
の

か
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
の
も
の
か
、

そ
の
他
の
原
因
か
に
よ
っ
て
も
治
療
法

は
異
な
り
ま
す
の
で
、
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
不
適
切
な
介
護
者
の
対
応
や

不
適
切
な
薬
の
投
与
を
防
ぐ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

介
護
の
負
担
を
重
く
感
じ
る
か
否
か

は
痴
ほ
う
の
重
症
度
と
そ
れ
ほ
ど
関
係

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
痴
ほ
う
と
は
ど

の
よ
う
な
病
気
で
ど
の
よ
う
に
対
処
す

れ
ば
い
い
か
に
つ
い
て
早
い
段
階
で
専

門
家
か
ら
話
を
聞
い
て
い
る
場
合
や
、

親
類
を
含
め
周
囲
が
介
護
者
を
支
え
て

い
る
場
合
は
介
護
者
の
心
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

介
護
者
は
最
も
身
近
な
人
達
が
協
力

し
な
い
と
い
う
例
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
周
囲
の
無
理
解
か
ら
孤
立
感
や

絶
望
感
を
深
め
て
い
く
も
の
で
す
。
周

囲
の
心
な
い
言
葉
や
態
度
は
、
介
護
者

を
混
乱
さ
せ
や
り
場
の
な
い
怒
り
や
不

安
、
い
ら
立
ち
へ
と
お
い
こ
ん
で
い
き

ま
す
。
ま
た
、
介
護
者
は
自
分
を
「
責

め
」
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
中
で
、
身

近
な
人
に
話
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
逆
に

傷
つ
い
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

症
状
や
性
格
、
周
囲
の
環
境
等
そ
の

人
ご
と
に
異
な
っ
た
対
応
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
対
策
に
つ
い
て
は
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
が
有
効
で
す
。
初
期
で
の

相
談
体
制
を
整
え
、
地
域
み
ん
な
で
正

し
く
理
解
し
て
ど
う
支
え
合
う
か
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

丸
子
町
で
は
、
平
成　

年
度
は
堀
内

１３

静
子
先
生
に
よ
る
個
別
相
談
「
も
の
忘

れ
相
談
」
を　

回
、
介
護
者
の
方
々
に

１１

お
集
ま
り
い
た
だ
い
て
同
じ
立
場
で
悩

み
を
話
し
合
う
「
介
護
者
の
会
」
を
６

回
行
っ
て
き
ま
し
た
。
痴
ほ
う
に
つ
い

て
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
、
本
人
や

介
護
者
が
よ
り
安
心
で
き
る
よ
う
に　
１４

年
度
も
随
時
開
催
し
て
行
き
ま
す
。
開

催
日
は
広
報
お
知
ら
せ
版
等
に
よ
り
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

（8）
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介護保険制度

おたっしゃ便り
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北原

西藤　佐知子さん
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▲西藤さんご夫婦（上段）と成澤さん
　ご夫婦（下段、中央は未希斗くん）
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▲丸伊さんと未希斗くん
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～西内小学校でおさかなフェスタ～
　１月１８日、西内小学校で全校生徒とその父母な
どが参加しておさかなフェスタが開催されました。
このおさかなフェスタは、体験学習の一環として社
団法人大日本水産会との共催で行なわれ、最近日
本人があまり食べなくなってきている魚の良さを知
ってもらうことが目的。この日は実際に魚に触って
みて観察する授業のほか、給食ではワカサギや鯛
などの魚料理のバイキングがふるまわれ、子ども
たちも「おいしい」と喜んで食べていました。また、
父母を対象にした魚の料理教室なども行われ、魚
の上手なさばき方などを教わっていました。

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚魚っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっってててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててておおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねねお魚っておいしいね

貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重なななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守守るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに貴重な文化財を守るために
～霊泉寺で文化財防火訓練～
　１月２６日、火災などから貴重な文化財を守ること
を目的に、全国的に文化財防火デーとして防火訓練
等が行われましたが、ここ丸子町にも貴重な文化財
が数多くありますが、この日は西内の霊泉寺で地元
消防団のみなさんや丸子消防署の職員などが参加し
て防火訓練が厳しい寒さの中、厳粛に行われました。
訓練では、消防団の指揮者の号令のもと一斉に放水
が行われていました。

子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシショョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンもももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも子どもたちとセッションも
～丸子町消防音楽隊定期演奏会～
　２月３日、丸子町文化会館セレスホールで、日ごろ
の防火意識の向上を目的とした丸子町消防音楽隊によ
る第８回定期演奏会が開催され、なじみのある曲やアニ
メ映画の曲のメドレーなど美しいメロディーがホール
に響き渡りました。今年は西内小学校の５、６年生の児
童もゲスト出演し、リコーダーの合奏や金管合奏を披
露しました。また、演奏の最後には消防音楽隊の演奏
に合わせて児童たちが踊る場面なども見られ、訪れた
観客を楽しませていました。

（11）
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全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国ででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででもももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももももも初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて全国でも初めて　～陽寿荘と三才山病院、信州大学で遠隔地診療～

　２月６日、陽寿荘と鹿教湯三才山病院、信州大学
の医学部をネットワークで結んで診療するという遠
隔地診療支援システムが報道関係者に公開されまし
た。この遠隔地診療支援システムは丸子町の特別養
護老人ホーム陽寿荘と鹿教湯三才山病院、松本市の
信州大学医学部付属病院を、ネットワークを使った
テレビ電話を用い、施設にいながら遠方の専門医師
の高度な診察を受けることができるというもので、
多地点を同時に結び、なおかつ在宅で診察を受けら
れるという点で日本でも初の試みです。この日は、

健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら健康なからだは食生活から　～脳卒中予防教室～

　１月１６日から、丸子町ふれあいステーションにおい
て、保健婦の指導のもと、脳卒中予防教室が全７回の
日程で行われています。全国で、病気での死亡原因は
ガン、心疾患、脳血管疾患（脳卒中）の順で多いので
すが、丸子町では、脳卒中、ガン、心疾患の順で脳卒
中が一番多いそうです。脳卒中は他の病気と違い、回
復しても、２次的な障害（マヒなど）が残ることが多
く、その後の生活に支障をきたすということもあり、
丸子町ではこの脳卒中にかかる人を減らそうと今回の

脳卒中予防教室を企画しました。教室では、血
液がドロドロになった状態が血管にどのよう
な影響を与えるかを、ゴムのチューブを使って
実験してみたり、バランスのとれた料理をつく
る実習などが行われ、参加した方々も楽しみな
がら予防方法について学んでいました。町の保
健センターでは、これからもわかりやすい教室
を企画していく予定です。

三才山病院の小林院長と信大の専門医が陽寿荘の患
者さんの様子をテレビ電話で映し出された画面を通
じて、付き添いの看護婦さんに診療のアドバイスを
していました。
　鹿教湯三才山病院の小林院長は、「難しい診療を専
門医に直接聞くことができ、また、患者さんの抱え
る不安などに直接答えることができる。まだ試用段
階で難点もあるが、これからの制度と技術の進展に
期待したい」と話しました。▲モニターを見ながら診察する小林院長
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町政の動きを町政の動きを　　　　　
　　お知らせします。お知らせします。

役場  …………………………… � 42-3100

　 …………………………… FAX 43-3666

教育委員会　学校教育課  …… � 42-1044

　　　　　　社会教育課  …… � 42-3147

　 …………………………… FAX 42-3148

丸子町文化会館  ……………… � 42-0001

総合体育館  …………………… � 43-2250

　 …………………………… FAX 43-0616

金子図書館  …………………… � 42-2414

　 …………………………… FAX 42-2414

クリーンセンター  …………… � 43-2131

衛生センター  ………………… � 42-6789

給食センター  ………………… � 42-2892

解放センター  ………………… � 42-6694

町民センター  ………………… � 42-5122

郷土博物館  …………………… � 42-2158

�������

 3日　消防音楽隊定期演奏会

15日　現代教養講座（20日、26日）

17日　ボランティア定期交流会

18日　所得申告の相談開始

27日　みんなの人権セミナー

��� �� 

 1日　春季火災予防運動
 2日　現代教養講座
13日　公立高校入学試験
18日　中学校卒業式　　　　
19日　小学校卒業式
20日　公立高校合格発表
26日　保育園・幼稚園卒園式

　3月は

　 　国土緑化運動強調期間

 7日　消防記念日

10日　農村漁村女性の日

14日　キャンディーの日

21日　春分の日

22日　国連　水の日

　あたたかい心

片桐わか子　様
福祉施設で使うための乗用車　１台
以上、丸子町にご寄付いただきました。
厚くお礼申し上げます。

エコファクトリー株式会社　様　ef-Mwood２　スノコ２セット
（廃木材や廃プラスチックを焼却しないで再生したリサイクル材に
よる加工製品）
以上、長瀬保育園にご寄付いただきました。厚くお礼申し上げます。

　 固定資産課税台帳の縦覧

　固定資産税の課税台帳をご覧になったことがありますか。
　平成１４年度の課税内容(土地家屋など)を確認していただくために、
固定資産課税台帳の縦覧の機会を設けています。ご自分の資産の確
認をしてみてはいかがでしょうか。
期　間■３月１日(金)から３月２０日(水)まで　※土曜、日曜は除く
場　所■役場　税務課　資産税係
手数料■無料（コピー代は実費）
��������	�
��������������	��
��

　 家屋の滅失届を忘れずに

　家屋を取り壊した場合には、忘れずに届出を行ってください。固
定資産税は、毎年１月１日に所在する家屋に課税されます。このた
め、取り壊した年は課税になりますが、翌年から課税されなくなり
ます。
　届出がないと翌年も引き続きその家屋に対して税金が課せられて
しまいます。
　届出があると、税務課職員が確認に伺います。
��������	�
��������������	��
��

　 『地域のごみ問題を考える』講演会開催

日　　時■３月１６日（土）　１３：３０～
場　　所■丸子町文化会館　セレスホール
主　　催■上田地域広域連合・丸子町
講　　演■荻原弘子氏 （日本テレビディレクター）
参加方法■参加希望者は当日直接会場にお越し
　　　　　ください。（参加料無料）
【問】役場　生活課　生活環境係　�４２－１０５４　有線２４４９１

　 街灯を整備しました

　　　　　　　　―宝くじ普及広報事業―

　財団法人自治総合センターが宝くじ普及広
報事業の一環として実施するコミュニティ活
動への助成を受け、尾野山の二本木～信州国際
音楽村間に街灯を設置しました。この街灯は、
景観を保つために６本のうち３本は電線類を
地中化してあり、道路の安全性が向上しました。

▲乗用車は、陽寿荘で使
　わせていただいています
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【問】　保健センター　�４２-１１１７　有線２-４４８３

『丸子町行政情報番組』
毎週月曜日放映中

６：３０・８：３０・１１：３０・１８：３０・２１：３０
丸子テレビ放送（１ch）

３月の内容「３月は異動の季節、各種届出のご案内（生活課）」

町長との対話サロン

毎月１５日、町長との対話サロンを行っていま
す。町政に対する提言やご要望など、お気軽
にお話ください。
��������������	���������

保
健

ガ
イ
ド

子育てランドと育児相談
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����������������
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育児セミナー �������
�
�
�
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新区長が決まりました
　　　　地域発展のためにご協力ください。

カネボウ跡地北側の公園

「丸子ベルパーク」に決まる
　１月４日から２１日まで公募していました、カネボ
ウ丸子工場跡地北側の公園の名称が決まりました。
　応募総数は１１０人、９２通りの呼び名がありました。
審査会での審査の結果、『ベルパークまるこ』が選ば
れ、「丸子」を名称の初めにという意見などもあり、
正式名称は『丸子ベルパーク』となりました。
　入選者は次の方です。

　　　荻　原　　白さん（小諸市）

 〈氏　名〉〈地区名〉 〈氏　名〉〈地区名〉

永　井　正　市

吉　池　紀　弌

尾　鷲　行　弘

佐　藤　寿　雄

丸　山　十家喜

久　田　元　志

中　村　正　明

斉　藤　　　實

鷹　野　伸　年

佐　藤　三　郎

関　　　芳　夫

北　澤　征　夫

小　松　俊　一

御岳堂

飯　沼

茂　沢

尾野山

上長瀬

町　組

下長瀬

石　井

坂　井

狐　塚

郷仕川原

南　方

藤原田

永 井 董 泰

小 平　 武

中　村　　　司

小　平　浩　司

山　本　循　三

成　沢　今朝義

藤　原　忠　夫

塩　沢　敏　夫

成　澤　　　剛

成　澤　　　寛

加　藤　好　男

山　崎　恒　博

依　田　正　隆

西　内

平　井

荻　窪

和　子

下和子

辰ノ口

腰　越

三反田

海　戸

沢　田

八日町

中丸子

下丸子

オープンは４月１３日（土）を予定

その他 ��������	
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献血の予定
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� � �
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おたんじょう相談
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乳幼児健康診査
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ト
イ
レ
の
水
洗
化
は
お
済
み
で
す
か
？

　

下
水
道
は
、
昔
の
よ
う
な
き
れ
い
な

河
川
や
池
や
湖
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
汚

れ
た
水
路
や
側
溝
を
き
れ
い
に
し
、
衛

生
的
か
つ
快
適
な
生
活
環
境
を
私
た
ち

に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。

　

処
理
場
が
建
設
さ
れ
、
下
水
道
管
が

整
備
さ
れ
た
だ
け
で
は
、
下
水
道
の
目

的
が
達
成
さ
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
が
、
ト
イ
レ
を
水
洗
に
し
家

庭
雑
排
水
を
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と

に
よ
り
、
河
川
等
の
水
質
が
保
全
さ
れ
、

快
適
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
、
ト
イ
レ
の
水

洗
化
が
進
ん
で
い
る
所
で
は
、
汚
れ
て

い
た
川
が
き
れ
い
に
よ
み
が
え
り
、
サ

ケ
や
ホ
タ
ル
が
も
ど
っ
て
き
た
と
い
う

話
も
全
国
あ
ち
こ
と
で
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
法
に
よ
り
、
供
用
開
始
（
下

水
道
に
接
続
で
き
る
状
態
）
後
３
年
以

内
に
ト
イ
レ
を
水
洗
に
す
る
こ
と
が
、

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ

ん
は
、
一
日
も
早
く
ト
イ
レ
の
水
洗
化

を
お
願
い
し
ま
す
。
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め
ざ
そ
う
！
美
し
い
水
環
境
の
丸
子
町

早期水洗化にご協力ください！

　３月・４月は異動の時期です　－住民異動の届け出を－
　3月・4月は就職・転勤・就学など住所の異動が多い時期です。
　住民異動は、次の点に注意して届け出を済ませてください。

丸子町から転出する方

　丸子町役場から転出証明書の交付を受け、新住所地へ移った日から１４日以内に、新住所地の市区町村役
場へ転入届を提出してください。
注）転出証明書の内容（予定日・転入先住所など）に変更があった場合でも、転入する市区町村役場にそのまま提出して

ください。また、転出を取り消す場合は、速やかに転出証明書を持って丸子町役場で手続きをしてください。

丸子町へ転入する方

　前の住所地の市区町村役場発行の転出証明書と印鑑を持参し、丸子町役場で転入の手続きをしてください。
��������	
����������������	�����


丸子町での手続き手続きが必要な方

届け出日以降、印鑑証明書の交付はできませんので、
印鑑登録証（町民カード）をお返しください。

印鑑登録者町民カード

転出（予定）年月日をもって、資格がなくなりますの
で、保険証または受給者証をお返し下さい。

国民健康保険の加入者
老人医療保険の加入者
介護保険被保険者

税務課（�42-1028）へご相談ください。

固定資産税・町県民税

国民健康保険税の納税者

軽自動車・バイクの所有者

水道課（�42-1025）・下水道課（�42-1055）
へご相談ください。

上・下水道を使用していた方
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大二さん
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健康家庭の中から御岳堂にお住まいの
小林大二・あや子さんご夫妻をお訪ねしました　　　 

あや子さん
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 ■人 ■権■ひ ■ろ ■ば 

『遠くより近くを『遠くより近くを』』
　　　　　　　　��������	
�������������	
�����

���������������������������
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������������	
����

近
「
リ
ス
ト
ラ
」
と
い
う
言

葉
が
公
然
と
日
本
語
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
。
言
葉
だ
け
で

な
く
、
身
近
な
人
が
実
際
に
「
リ

ス
ト
ラ
」
に
あ
っ
て
い
る
。
だ
が
、

何
気
な
し
に
使
わ
れ
、
実
行
さ
れ

て
い
る
「
リ
ス
ト
ラ
」
も
ま
た
許

し
難
い
人
権
侵
害
で
あ
る
こ
と
に

気
づ
い
て
い
る
人
は
少
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

　

経
済
の
面
で
は
、も
と
も
と「
企

業
内
の
構
造
改
革
」
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
人
員
を
含
め
て
企
業
の

内
部
を
見
直
し
て
無
駄
を
な
く
す

よ
う
に
企
業
の
構
造
を
変
え
よ
う

と
い
う
の
が
主
な
目
的
で
あ
っ
た

は
ず
な
の
に
、
実
際
に
は
人
員
整

理
、
首
切
り
、
強
制
退
職
と
い
う

方
向
に
比
重
が
移
さ
れ
、
こ
れ
も

ま
た
当
然
の
こ
と
の
よ
う
に
実
施

さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

企
業
は
、「
何
千
人
の
リ
ス
ト
ラ

を
進
め
る
」
と
公
言
し
、
政
府
も

ま
た
「
リ
ス
ト
ラ
を
大
胆
に
進
め

て
景
気
の
回
復
を
は
か
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
」
と
言
う
。「
リ
ス
ト
ラ
」
は

各
方
面
で
実
施
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

し
か
も
、
多
く
の
人
た
ち
は
、
こ

れ
に
抵
抗
感
を
感
じ
ず
に
「
う
ち

の
会
社
も
大
リ
ス
ト
ラ
だ
」「
誰
々

さ
ん
も
リ
ス
ト
ラ
の
対
象
に
な
っ

た
」
と
ス
ン
ナ
リ
と
受
け
入
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

だ
が
、
考
え
て
み
る
が
い
い
。

企
業
の
業
績
が
不
振
な
の
は
経
営

者
の
責
任
で
あ
り
、
景
気
の
悪
化

は
政
府
の
経
済
政
策
の
ま
ず
さ
に

よ
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
簡

単
に
首
を
切
ら
れ
る
の
か
。
切
ら

れ
た
人
は
、
ど
う
い
う
生
活
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
。
こ
の

こ
と
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

首
切
に
よ
る
優
遇
措
置
は
あ
る

と
い
え
、「
リ
ス
ト
ラ
」
は
職
を
奪

う
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
当
人
の

生
き
甲
斐
を
ま
と
も
に
踏
み
に
じ

る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
も
っ

と
具
体
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
ま
で

の
収
入
の
道
を
閉
ざ
す
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
重
大
な
る
生
き
甲
斐

の
妨
害
で
も
あ
る
と
言
っ
て
も
い

い
で
あ
ろ
う
。

　

毎
朝
、
通
勤
定
期
で
家
を
出
て

い
た
人
が
、
新
し
い
職
探
し
の
た

め
に
職
安
通
い
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
月
給
も
ボ
ー
ナ
ス
も
な

い
。
住
宅
ロ
ー
ン
も
返
せ
な
い
。

大
学
へ
通
わ
せ
て
い
た
子
ど
も
を

中
退
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

借
金
々
々
と
転
々
と
す
る
。
家
庭

内
の
紛
争
が
絶
え
な
い
―
―
失
業

の 
辛 
さ
を
知
っ
て
い
る
人
は
身
に

つ
ら

つ
ま
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
「
リ
ス
ト
ラ
」は
人
間
の
生
き
甲

斐
を
奪
う
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か

な
人
権
侵
害
で
も
あ
る
。
こ
れ
を

無
抵
抗
で
受
け
入
れ
て
い
い
も
の

だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
も
人
権
の
侵

害
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

文
・
田
村
正
男

�

�

�

�

�

�

最

　

昨
年
の　

月
中
旬
よ
り
今
年
の

１２

１
月
中
旬
ま
で
役
場
本
庁
１
階
ロ

ビ
ー
及
び
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ビ
ー
で「
ふ
れ
あ
い
作
品
展
」

が
実
施
さ
れ
、
多
く
の
町
民
の

方
々
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。
作
品

展
に
は
共
同
作
業
所
「
と
ん
ぼ
ハ

ウ
ス
」、
上
田
養
護
学
校
、
上
田
市

に
あ
る
喫
茶
「
ぽ
け
っ
と
」、
上
田

し
い
の
み
園
や
、
真
田
町
の
「
風

の
工
房
」
に
通
わ
れ
て
い
る
方
々

の
絵
画
、
彫
刻
な
ど
の
作
品
、
合

計
約　

点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

６０

作
品
は
鮮
や
か
な
色
使
い
の
絵
画

や
力
強
い
筆
さ
ば
き
の
も
の
な
ど
、

日
頃
の
成
果
が
い
か
ん
な
く
発
揮

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
か
ら
こ

の
よ
う
な
障
害
者
や
高
齢
者
の
作

品
を
常
時
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
を

２
階
に
設
け
、
町
民
の
方
々
に
作

品
を
観
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
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※このコーナーへの
ご意見ご感想をお
待ちしています。

【宛て先】
〒386-0404
丸子町上丸子1488
丸子町教育委員会
　TEL42-3147
　FAX42-3148

男
と
女
が
よ
り
よ
く

い
っ
し
ょ
に
生
き
る
に
は
…
？
�

〜
男
女
共
生
社
会
づ
く
り
〜

��������	
�������
������
������� !"#$
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■紛争解決の援助制度
　次のような問題解決の方法もあります。

◆男女の均等取扱い（均等法に基づく紛争解決援助）

調停委員会による調停
　弁護士や学識経験者で構成される機会均等
調停委員が、両者の望む解決方法を十分把握
した上で調停案を作成し、受諾勧告を行ない
ます。

労働局長による援助
　長野労働局雇用均等室が会社から事情
を聞いたり、書類の提出を求める等の方法
により事実関係を十分把握し、双方納得の
いく解決方法をお示しします。

◆セクハラ、母性健康管理（個別労働関係紛争解決促進法に基づく紛争解決援助）

紛争調整委員会によるあっせんを利用することができます。（事務担当の長野労働局総務部企画
室をご紹介します。）

＊これらの手続きに強制力はありませんが、裁判などに比べ簡易、迅速に行なうことができます。
＊弱い立場にある女性労働者を保護するため、申立てを理由とする不利益取扱いが法律で明確に禁止され
ています。

��������	
��

����������	
������������������	
�����	
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��������������	
����������

■費用

ご相談は、カウンセリングを含め全て無料です。法律を解説したパンフレットなども無料でお送りしますので、お気
軽にご請求ください。

◆女性は採用しないと言われた。
◆同期の男性の方が昇進が早い。
◆男性だけの教育訓練がある。
◆結婚したら女性は辞めるように言われた。
◆産休を申し出たら、正社員からパートに転換させられた。
◆つわりがひどいので勤務時間を短縮して欲しいと申し出たが、会社が認めてくれない。
◆セクハラを受け、精神的なショックから出勤できなくなってしまった。

■相談の受付

電話、来室、手紙、ファクシミリなどでご相談ください。手紙、ファクシミリの場合は、でき
るだけ連絡先電話番号を明記してください。

■電話、来室による相談受付時間

◆一般相談
　月曜～金曜（祝日を除く）
　8:30～17:00
＊この時間帯に電話、来室が困難な場合は、　
　とりあえずお電話ください。調整します。

��������	
����������

　企業内での対処の仕方、企業に対する指導、裁判に代わる迅速・簡易な紛争解決制度の利用、セ
クハラカウンセリングなどご相談に応じて、どのような問題解決の方法が望ましいのか、ご一
緒に考えていきます。

◆セクハラカウンセリング（面接、予約制）
　第2、第4水曜日（祝日を除く）
　13:30～15:30
＊女性のカウンセラーによるカウンセリング。
原則として来室（長野市）によります。
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秀
逸
》

　
　

昴
り
の
捨
て
場
所
探
す
迴
り
道　
　
　
　
　

中
丸
子　

中
山　

昭
子

　
　

次
ね
ら
う
男
助
走
の
歩
を
計
る　
　
　
　
　

御
岳
堂　

永
井　

く
に
子

　
　

先
ば
し
る
権
利
に
義
務
が
追
い
つ
か
ず　
　

御
岳
堂　

永
井　

守
正

　
　

風
ひ
く
な
だ
け
し
か
言
え
ぬ
男
親　
　
　
　

坂
城
町　

柳
沢　

哲
男

��������

�東内・西内コース
　３/５�　３/１９�　４/２�

�腰越・依田コース
　３/７�　３/２０�　４/４�

�中丸子・下丸子・長瀬コース
　３/１２�　３/２６�　４/９�

�塩川・藤原田コース
　３/１４�　３/２８�　４/１１�

�東内保育園・陽寿荘・三才山病院
　３/１３�　３/２７�　４/１０�

�����

長寿県の知られざる食文化考

何でも食べるゾ　信州人

著／中田敬三
発行／郷土出版社

金子図書館�
　休館/月曜・祝日・月末日�

〈新刊本の紹介〉

本館

大 和 書 房梅原　　猛聖徳太子の実像と幻像 

素 朴 社ホ－ムメイド協会手づくりで楽しむ四季の和菓子

日本放送出版協会家庭で楽しむ果樹栽培

日本放送出版協会吉川　武彦「引きこもり」を考える

実業之日本社永倉　万治ほろほろ三銃士

講 談 社島田　荘司最後のディナ－

日本放送出版協会瀬戸内寂聴残されている希望  

理 論 社灰谷健次郎風の耳朶

あおぞら号

川喜多コーポレーション石田　文枝知らず知らずに九十五歳

イー・コネクション神崎　竜乙男伊達恋のからくり

文 芸 社友納　　徹隠密道中鬼一法眼忍法帖

角 川 書 店西村京太郎十津川警部「射殺」

櫟飯塚　道重小諸の文化財めぐり

※図書館ネットワークのホームページで本の検索ができま
す。アドレスは、http://www.echol.gr.jp

第
三
十
八
回 

�
�
�
�
�
��
川
柳
の
部　

臣
月
南
月 
選

～～～

�音楽村すいせんまつり
4月上旬～4月中旬

　切花、球根の販売や花びら染め講習会も予定
しています。

���������	
���

����������	
��

　信州国際音楽村開村15周年記念イベン
トにおいて製作・運営・進行等をしてくださ
るボランティアスタッフの方を募集します。
　イベントの期間は、5月31日～6月2日を
予定しています。内容はワールドミュージ
ック中心の音楽祭の予定です。興味のある
方は、ぜひご参加ください。

締切■3月末日

����������������� ��������	����������	��

��

長野県小諸高等学校
音楽科生徒による演奏会

期　間■3／21（木）祝日
　　　　開場13:30　開演14:00
会　場■信州国際音楽村ホールこだま
入場料■無料

博物館ロビー展

「あ！見ませんでした」
という方のための写真パネル展

　　～3/31(日)まで
１９９７年１０月１８日～１１月２２日に開催しました特別展『思い
出の上田丸子電鉄』の写真を４０点ほど展示いたします。

開館時間■9:00～17:00（入館は16:30まで）
入 館 料■大人100円（80円）
　　　　　小人 50円（40円）
　　　　　　　　　　　　　　　　（　）は１０名以上

� ����������������
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１
月　

日
、
大
塩
地
区
の
現
場

２３

視
察
に
出
か
け
、
日
陰
の
凍
っ
た

道
で
転
倒
し
右
手
首
を
負
傷
し
た
。

全
治
一
カ
月
と
診
断
さ
れ
、
患
部

固
定
の
惨
め
な
姿
を
さ
ら
し
て
い

る
。
私
の
不
注
意
の
結
果
で
あ
り
、

こ
こ
で
紹
介
す
る
こ
と
す
ら
は
ば

か
る
こ
と
で
は
あ

る
が
、
冬
の
道
は

細
心
の
注
意
を
要

す
る
。
町
で
は
冬

期
間
雪
害
凍
結
対

策
に
備
え
る
。
こ

の
冬
は
あ
ま
り
大

雪
に
見
舞
わ
れ
る

事
も
な
く
こ
こ
ま

で
き
た
。
し
か
し
、

 
凍 
み
る
日
が
多
く
、

し路
上
へ
の
塩
カ
ル

散
布
は
例
年
の
量

を
ゆ
う
に
超
え
た
。

対
策
の
塩
カ
ル
散

布
と
い
っ
て
も
、

主
要
な
車
道
に
ま

く
に
す
ぎ
な
い
。
大
半
の
生
活
道

路
、
歩
道
、
庭
先
は
住
民
の
み
な

さ
ん
の
協
力
に
負
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
夜
中
に
降
っ
た
雪
を
朝
方
暗

い
う
ち
か
ら
起
き
、
村
中
で
近
所

寄
り
集
ま
っ
て
雪
か
き
を
行
う
。

そ
れ
で
も
凍
っ
た
道
は
よ
く
滑
る
。

毎
年
巡
っ
て
く
る
厳
し
い
冬
。
お

互
い
に
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十

分
に
気
を
つ
け
た
い
も
の
だ
。
今

日
は
節
分
。
遅
く
に
帰
宅
し
た
が
、

窓
を
開
け
放
ち
大
き
な
声
で
豆
ま

き
を
し
た
。
暖
か
い
春
の
到
来
に

希
望
を
込
め
て
。（
２
／
３
）

　　　　　　　　納税は便利な口座振替を

★国民健康保険税　10期（4月1日）
★国民年金　3月（3月29日）
★上下水道使用料　12、1月分（4月1日）

★年金相談　
　3月20日�10：00～12：00　13：00～15：00
★8のつく日、心配ごと・行政・結婚相談
　3月8日�　18日�　28日�　9：00～12：00
　丸子ふれあいステーション3階
　�42－0033
★巡回ハローワーク
　3月15日�
★交通事故でお困りの方
　交通事故相談室　上田支部
　�23－1260　内線2417
★悪徳商法に対する苦情相談
　上田消費生活センター　�27－8517
★子どもの相談窓口
　丸子町教育委員会　�42－3147
★女性のための法律相談　
　�026－232－2104
★育児や介護を支援するフレーフレー・テレフォン
　�026－232－2020
★ふれあい相談室
　�026－233－9110
★女性被害犯罪ダイヤルサポート110
　�026－234－8110
★ヤングテレホン
　�026－232－4970

3月の納税

3月の相談

町
長
の
生
活
所
感

�
�
�
�
�

�

 
滝 　
 
沢 　
 
正 　
 
一 　
　
　

穴
沢

た
き 

ざ
わ 

ま
さ 

か
ず

８９

 
齋 　
 
藤 　
 
万  
亀  
次 　
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＊
２
月
号
の
戸
籍
の
窓
の
欄
で
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竹
内
亀
久
雄
さ
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三
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田
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お
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前
に
誤
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。
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